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『 ぱんだより 』
※パンダからのお便りという意味で「ぱんだより」と名付けました。

スパークスのアジア地域における情報発信レポート

第67号（2010年11月29日）「中国市場動向2010年10月」

中国人民銀行（中国の中央銀行）が11月10日の発表に続き、11月19日に再度預金準備率を
0.5%引き上げると発表しました。今回の発表は、今年預金準備率5回目の引き上げとなります。
引き上げ後に、預金準備率が18%となり、1985年以来の高水準となります。

今回預金準備率の引き上げは①ホットマネー流入の阻止、②インフレの予防と2つ大きな背景
が挙げられます。11月上旬、6,000億ドル（約50兆円）の長期国債購入を柱とする米連邦準備制

度理事会（ＦＲＢ）の追加緩和策が決定されたことをきっかけに、海外から潤沢な資金の中国へ
の流入圧力が高まってきました。不動産市場への資金流入を抑制するために、このタイミングで
預金準備率を引き上げることが必要であったと考えられます。また、中国国家統計局が発表した
10月の消費者物価指数（CPI）の前年同期比が9月の同指標の＋3.6%から大きく上昇し、＋
4.4%と2010年年間インフレ目標値の＋3%を大きく上回ったため、今回の預金準備率の引き上

げは当局がインフレ抑制を目的とした政策であると思われています。

2回の引き上げ

大手行の預金準備率の推移（%）

出所：中国人民銀行
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11月2回の引き
上げで、18.0%
となりました。
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出所：ＦＡＣＴＳＥＴ

≪主要株価推移≫ （各市場の直近1年間）

（編集後記）中国の某大手ネット掲示板で「今年の漢字」の募集を開始しました。物価上昇を意味する
「漲」が首位となっているようです。 ここ一年間の物価上昇がすでに一般国民の生活に影響が出てい
ることがわかります。

（告られタイ）

16項目の物価安定措置

実はこのような価格安定措置がインフレ率
が高かった2008年1月に、すでに一回実施さ
れていました。2007年末から2008年のはじ

めにかけてのインフレが今年のインフレとか
なり似たような部分があります。それは食料
品の高騰です。2010年10月の食品価格が前
年同期比＋10.1%となり、 2008年1月の同＋
18.2%ほどではありませんでしたが、警戒し

なければいけない水準まで上昇しています。

一方、右のグラフでわかるように、前回の物
価安定措置が実施されてから物価上昇の
ペースが鈍化し、その後リーマンショック
（2008年9月）の影響もありますが、インフレ

圧力が徐々に後退しました。今回の価格安定
措置の実施の効果が来年旧正月前後に出る
と考えており、注目していきたいと思います。
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出所：中国国家統計局

2010年11月20日、10月CPIの高水準を受け、中国国務院から「物価水準を安定させ、国民の生活水
準を保証する」という題名の通知を発表しました。通知によると、16項目の価格介入などの政策により、

農産物をはじめとする生活必需品の価格上昇を抑えようとしているようです。
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